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        虹の色を要素に持つ滝を鼠が一匹流れていた。
鼠はその前には首を串刺しにされて石を投げられていた。城の崎という場所にて。
今は鼠は遠くの世界にいた。
いつそこまで足を運んでいたのか分からなかった。

虹の要素は先が尖っていて、鼠は皮膚を裂かれることが少なくなかった。
ひどい痛みだった。少なくとも始めの頃はそうたった。
血もいっぱい出た。
血の感触がぬめぬめして嫌だと鼠は思った。
それから、血がバリバリと固まって鼠は身動きが出来なくなった。

それから、痛みというものがわからなくなった。
鼠は喜んだ。
痛くないことがとても嬉しかった。
それから、かんがえた。
痛いってどういうことだったのだろうと。
きっと前の灰色の世界にいた頃ーーもう鼠は前の世界のことを首を串刺しにされたことしか思い出せなくなっていたーーあそこでは痛いと感じていたのは分かる。
でも、痛いと感じていたのは分かれど、痛いと感じるのがどんなことなのか分からなかった。
かさぶたは細かい不規則な線が入っていた。
それを境界として七つの色は決して隣合わないように並んでいた。
鼠は四色問題というのを思い出した。実際のところ、その言葉を鼠は自分が発見したわけでないということは理解できた。でも、誰が教えてくれたのか、自分で発見したわけじゃないのだから誰かが教えてくれたのは間違いない。
誰だかどんな人だったか、どこだったかいつだったか。
思い出せないだけで、鼠は串刺しになる前の自分が存在していたことを理解は出来た。
串刺しになる前にも自分はこの世界に存在していた。

鼠は橋の上にいる人々の中に一人だけ画家がいることが分かった。
その人は自分を絵にしようとしているのかもしれないと思った。
それは鼠にはひどく腹が立つことだった。
絵にするくらいならこの首目掛けて石を投げつけろよ、そう思った。
だから、鼠はその人の腕に抱かれることを考えた。実際にはそいつは自分を抱きはしないだろう、でも、あいつはオレを抱きしめたいと思っているに違いない。そんな馬鹿な妄想が自分の中に存在している自分がチラと見えた。
あいつがもしも川岸から自分に手を差し出したら、その手を思い切り噛もう、これまで生きてきた中で一番、これまでの中ではあり得なかったような飛び抜けた力で。死ぬのだから最後の力を全て。あの男の手が千切れる、無残に神経が千切れた部分から垂れるように。そこまで噛まねばならない。鼠にはそう考えている自分が存在しているのか、或いは自分がそう考えようとしているのか分からないと思っている自分を感じていて、それから、その男が自分に手を差し伸べず去っていく姿を見ている自分を感じた。

目を覚ましつつあることに鼠は気付く。
痛い。
痛さで自分が目をさましつつある。
虹の欠片だろうか。
虹の欠片であって欲しいのだろうか。

目を覚ましたら首の鋭い鉄はないから。
鼠は自分にそう言う。

だから、目を覚ました鼠にはいっぱいの虹があって、首には何も刺さってはいなかった。
虹はもう鼠を切り裂きはしていなかった。
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